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宮教大インターネット天文台を利用した金星ライブ映像の公開と学校教育での活用

Internet Venus Live using internet telescope and its utilization in schools
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学校教育での惑星・天文分野の学習は、授業が昼間に行われるため、天体観察を夜間の家庭学習とすることが多く、モ
デル実験を中心に進めることが多い。生徒には望遠鏡や眼視による天体観察が望ましいが、学校での活動時間や設備を
考えると難しい。一方、文部科学省は情報活用能力の育成のために高速インターネット設備やコンピュータ端末の設置
を推進しており、時間やスケールを自由に変更できるコンピュータシミュレーションを利用し視覚的に理解する試みが
なされているが、IT機器を自由に取り扱える教師の層も薄い。そのため、学校で IT機器を利用した教材の作成と実践を
重ね、教材の吟味を行うことは急務であると言える。
そこで、遠隔地よりインターネットを用いて天体望遠鏡を動かし、望遠鏡の天体映像を生中継する宮城教育大学イン

ターネット天文台システムを構築し、授業での活用を図っている。望遠鏡にウェブカメラを取り付け、ウェッブカメラの
天体ライブ映像をホームページ上に表示することにより、今現在の天体の映像を観察できる。また、天文台内にネット
ワークカメラを設置し、天文台の開閉状況や望遠鏡の様子を確認できるようにし、天体映像だけでなく実際の観察状況
も配信している。このようなインターネット天文台を利用することで世界中の多地点で望遠鏡の視野映像を共有し、教
室で天体観察を取り入れた授業を行うことが可能である。
今まで、インターネット天文台を用いた観察は、特別授業として位置づけられることが多かったが、学校での普及を

考えると、学習指導要領に沿った形で授業内に簡単に利用できる事が不可欠である。中学校では 3年次に天文分野の学
習で金星の形と大きさの変化を取り上げ惑星の公転を扱う。そこで、インターネット望遠鏡で捉えた金星の形を授業中
に観察する目的で、この単元の学習時期に合わせ 2005年 9月から 12月の平日 10時-16時の晴天日に、金星ライブと称
し金星の生映像を宮城教育大学インターネット天文台から配信した。金星ライブでは、約 6分角× 8分角の望遠鏡視野
映像を確保し、外合から内合まで同じ視野で観察できるようにした。
この金星ライブ映像を用いて、宮城県大郷町立明星中学校、仙台市立折立中学校では、「金星の形と大きさの変化と惑

星の公転」の単元の授業を行った。授業の開始時に、金星のライブ映像で金星の欠けている様子を確認し、欠けている
理由を導くためのモデル実験を行い、最後に過去の金星画像や映像も提示し、金星の形と大きさと軌道の位置関係を学
習し、眼視による夜間学習へとつなげる。授業では、昼間でも金星が観察できること、大気の影響で金星が揺れて見え
ること等の新しい体験、夜間学習への意欲等生徒から感想が得られ、インターネットを用いた体験型天文教材として生
徒の興味付けができた。また、過去の金星画像等は、形と大きさの変化の比較のみならず、悪天候時の代替授業にも活
用された。
今年度の金星ライブ期間中は、一日平均 25回のアクセスがあったが、授業における活用度を高めることを目的として、

2006年度秋の天文分野の学習時期に、再度、金星のライブ映像を公開予定である。金星ライブに関しては、星空観察ネッ
トの広場（http://www.hosizora.miyakyo-u.ac.jp/）のホームページにて紹介されている。


